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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第２四半期
累計期間

第29期
第２四半期
累計期間

第28期

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成23年
３月31日

自平成23年
10月１日
至平成24年
３月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
９月30日

売上高（千円） 4,274,9094,634,153 9,428,619

経常利益（千円） 180,691 127,776 442,748

四半期（当期）純利益（千円） 216,287 111,556 449,152

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
- - -

純資産額（千円） 4,558,0164,590,7684,587,483

総資産額（千円） 11,942,90611,064,03811,060,086

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
27.69 15.21 58.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
- - -

自己資本比率（％） 38.2 41.5 41.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
246,6161,535,2421,059,048

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△16,369 △40,954 △81,279

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
281,409△788,995△643,294

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,260,4461,789,8611,083,264

　

回次
第28期
第２四半期
会計期間

第29期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
１月１日
至平成23年
３月31日

自平成24年
１月１日
至平成24年
３月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

37.65 △3.88

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、ウシオ電機株式会社の当社株式に対する公開買付けにより平成24年３月19日付で

ウシオ電機株式会社は当社の親会社となりましたが、当社の企業集団（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

　　(1) 業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、ユーロ圏の危機や新興国の経済成長の減速、急激な円高、社会保障

と税の一体改革として消費税増税論議による政治の混迷があり、足踏み状態となっていました。今後は、東日本大震

災の復興需要が本格化することにより景気の回復が期待される一方、円高や原油高、原子力発電所の再稼動問題に

よる電力不足等もあり、先行き不透明な状況であります。

　プリント配線板業界におきましては、世界的にスマートフォンやタブレット端末に対する需要が大幅に増加した

ことや、2011年の年末商戦へ商品対応もあり、業界の生産設備への投資も大きく伸びました。その結果プリント配線

板の余剰在庫が一時発生しましたが、これは例年の傾向であり、2012年の旧正月明け以降、韓国においては、急速に

需要が回復してきており、中国、台湾もこれに追随する動きがでてきております。　

　当社の主力製品であります露光装置につきましては、主要マーケットである韓国、中国、台湾において、スマート

フォンやタブレット端末の需要拡大に牽引されて、コンタクト式露光装置並びに直描式露光装置（ＤＩ）の需要が

増加した結果、順調に販売することができました。　

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は、4,634,153千円（前年同四半期比8.4%増）、

営業利益141,250千円（前年同四半期比33.9％減）、経常利益127,776千円（前年同四半期比29.3％減）、四半期純

利益は111,556千円（前年同四半期比48.4％減）となりました。　

　 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ706,596

千円増加し1,789,861千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果獲得した資金は、1,535,242千円（前年同四半期は246,616千円の

収入）となりました。

　これは、たな卸資産670,111千円の減少、仕入債務610,652千円の増加及び税引前四半期純利益127,756千円の計上

等により資金が増加したことが主な要因であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果支出した資金は、40,954千円（前年同四半期は16,369千円の支

出）となりました。

　これは、預入期間が３ヶ月を超える定期預金の減額30,000千円及び貸付金の回収による収入10,000千円による資

金収入がありましたが、有形固定資産の取得による支出73,155千円等により資金が減少したことが主な要因であり

ます。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果支出した資金は、788,995千円（前年同四半期は281,409千円の収

入）となりました。

　これは、長期借入金の返済による支出664,519千円及び配当金の支払額109,313千円等により資金が減少したこと

が主な要因であります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、343,266千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,800,000

計 25,800,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年５月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 8,030,000 8,030,000

株式会社大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

   （注）

計 8,030,000 8,030,000 － －

　（注）完全議決権株式であり、権利内容に何らの限定の無い当社における標準となる株式であり、単元株式数は

　　　　100株であります。

　　　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年１月１日～

平成24年３月31日
- 8,030,000 - 1,661,000 - 2,044,795
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（６）【大株主の状況】

　

 
平成24年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ウシオ電機(株) 東京都千代田区大手町２丁目６－１　 3,709 46.19

(株)ミズタニ 東京都千代田区大手町２丁目６－１ 1,100 13.69

水谷　軍司 東京都世田谷区　 589 7.33

アドテックエンジニアリング

従業員持株会

東京都港区虎ノ門３丁目５－１虎ノ門

３７森ビル１１階
222 2.76

(株)北越銀行 新潟県長岡市大手通２丁目２番地１４ 100 1.24

東京海上日動火災保険(株) 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 100 1.24

向井　敏雄 千葉県佐倉市 60 0.74

広田　禎利 岡山県岡山市東区 42 0.52

大阪証券金融(株) 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４－６ 35 0.43

岸　政雄 群馬県渋川市 34 0.43

計 － 5,993 74.63

　（注）上記のほか、自己株式が694千株あります。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ─ ― ─
議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─
議決権制限株式(その他) ─ ─ ─
完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　694,100 ― ─
完全議決権株式(その他) 普通株式　7,335,100 73,351 ─
単元未満株式 普通株式　　　　800　　 ― ─
発行済株式総数 　　　　　8,030,000 ― ―
総株主の議決権 ― 73,351 ―

　

　 

②【自己株式等】

　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

アドテックエン

ジニアリング

東京都港区虎

ノ門3-5-1　
694,100 - 694,100 8.64

計 － 694,100 - 694,100 8.64

（注）当第２四半期会計期間末日現在の自己株式数は、694,132株であります。　　

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年１月１日から平成24年

３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年10月１日から平成24年３月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,549,264 2,225,861

受取手形及び売掛金 2,941,046 3,021,739

商品及び製品 2,798 2,670

仕掛品 2,349,036 1,758,770

原材料 572,764 493,046

その他 694,650 669,191

貸倒引当金 △600 △600

流動資産合計 8,108,961 8,170,679

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,966,081 1,896,761

土地 571,287 571,287

その他（純額） 173,379 180,707

有形固定資産合計 2,710,748 2,648,756

無形固定資産 24,278 21,480

投資その他の資産 216,098 223,121

固定資産合計 2,951,125 2,893,358

資産合計 11,060,086 11,064,038

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,803,331 3,377,088

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 1,292,068

※1
 1,040,563

未払法人税等 11,042 8,040

賞与引当金 118,000 127,500

製品保証引当金 30,899 32,570

その他 267,959 359,882

流動負債合計 4,523,300 4,945,644

固定負債

長期借入金 ※1
 1,723,612

※1
 1,310,598

役員退職慰労引当金 179,168 179,168

資産除去債務 7,611 7,651

その他 38,910 30,208

固定負債合計 1,949,302 1,527,625

負債合計 6,472,603 6,473,270
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,661,000 1,661,000

資本剰余金 2,044,795 2,044,795

利益剰余金 1,200,928 1,202,446

自己株式 △309,554 △309,554

株主資本合計 4,597,169 4,598,687

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,204 △7,919

繰延ヘッジ損益 △481 －

評価・換算差額等合計 △9,685 △7,919

純資産合計 4,587,483 4,590,768

負債純資産合計 11,060,086 11,064,038
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

売上高 4,274,909 4,634,153

売上原価 3,187,317 3,469,660

売上総利益 1,087,591 1,164,492

販売費及び一般管理費 ※1
 873,995

※1
 1,023,242

営業利益 213,596 141,250

営業外収益

受取利息 150 668

受取配当金 1,320 1,384

助成金収入 4,874 －

原子力立地給付金 6,000 6,225

為替差益 － 8,624

その他 1,897 2,595

営業外収益合計 14,243 19,496

営業外費用

支払利息 38,136 28,717

シンジケートローン手数料 3,000 3,000

その他 6,011 1,253

営業外費用合計 47,148 32,970

経常利益 180,691 127,776

特別利益

退職給付制度終了益 5,022 －

特別利益合計 5,022 －

特別損失

固定資産除却損 394 19

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,618 －

特別損失合計 4,012 19

税引前四半期純利益 181,700 127,756

法人税、住民税及び事業税 1,620 1,620

法人税等調整額 △36,206 14,580

法人税等合計 △34,586 16,200

四半期純利益 216,287 111,556
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 181,700 127,756

減価償却費 113,126 108,033

賞与引当金の増減額（△は減少） 88,500 9,500

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2,395 1,671

退職給付引当金の増減額（△は減少） △69,095 －

受取利息及び受取配当金 △1,470 △2,052

支払利息 38,136 28,717

シンジケートローン手数料 3,000 3,000

固定資産除却損 394 19

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,618 －

売上債権の増減額（△は増加） △240,572 △80,622

たな卸資産の増減額（△は増加） △512,095 670,111

未収入金の増減額（△は増加） △435,555 △47,362

未収消費税等の増減額（△は増加） △7,591 42,212

仕入債務の増減額（△は減少） 1,114,867 610,652

その他 6,555 90,769

小計 285,914 1,562,407

利息及び配当金の受取額 1,781 2,115

利息の支払額 △39,305 △27,507

消費税等の還付額 125 279

法人税等の支払額 △1,900 △2,053

営業活動によるキャッシュ・フロー 246,616 1,535,242

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） － 30,000

貸付金の回収による収入 － 10,000

有形固定資産の取得による支出 △12,774 △73,155

無形固定資産の取得による支出 △328 △320

ゴルフ会員権の取得による支出 － △4,428

その他 △3,267 △3,051

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,369 △40,954

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 －

長期借入れによる収入 1,250,000 －

長期借入金の返済による支出 △688,410 △664,519

リース債務の返済による支出 △5,755 △7,902

自己株式の取得による支出 △67,411 －

配当金の支払額 △28 △109,313

その他 △6,984 △7,260

財務活動によるキャッシュ・フロー 281,409 △788,995

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 1,304

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 511,656 706,596

現金及び現金同等物の期首残高 748,790 1,083,264

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,260,446

※1
 1,789,861
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【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度
（平成23年９月30日）

当第２四半期会計期間
（平成24年３月31日）

※１　財務制限条項 

借入金のうち長期借入金の２契約について、以下の

財務制限条項が付されております。

 (1)平成21年２月27日付実行可能期間付タームローン

契約実行分の平成23年９月末残高

※１　財務制限条項

借入金のうち長期借入金の２契約について、以下の

財務制限条項が付されております。

 (1)平成21年２月27日付実行可能期間付タームローン

契約実行分の平成24年３月末残高

長期借入金　558,750千円（うち１年内返済予定

の長期借入金223,500千円）　

長期借入金　447,000千円（うち１年内返済予定

の長期借入金223,500千円）　

①各年度の決算期の末日の貸借対照表における純資

産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末日

又は平成20年９月に終了する決算期の末日の貸借

対照表における純資産の部の金額のいずれか大き

い方の75％の金額以上にそれぞれ維持すること。

②各年度の決算期の損益計算書上の経常損益に関し

て、それぞれ２期連続して経常損失を計上しないこ

と。

　　①、②いずれかに抵触した場合に、借入先の要求に

基づき該当する借入金の一括返済を求められるこ

とがあります。

(2)平成21年７月28日付契約実行分の平成23年９月末

　 残高　

長期借入金　230,750千円（うち１年内返済予定

の長期借入金81,240千円）　

①各年度の決算期の末日の貸借対照表における純資

産の部の金額が2,630,000千円以下にならないよう

維持すること。

②借入先の書面による事前承認なしに、第三者に対し

て1,048,300千円を超える貸付、出資、保証を行わな

いこと。

　　①、②いずれかに抵触した場合に、借入先の要求に

基づき該当する借入金の一括支払を求められるこ

とがあります。　　

①各年度の決算期の末日の貸借対照表における純資

産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末日

又は平成20年９月に終了する決算期の末日の貸借

対照表における純資産の部の金額のいずれか大き

い方の75％の金額以上にそれぞれ維持すること。

②各年度の決算期の損益計算書上の経常損益に関し

て、それぞれ２期連続して経常損失を計上しないこ

と。

　　①、②いずれかに抵触した場合に、借入先の要求に

基づき該当する借入金の一括返済を求められるこ

とがあります。

(2)平成21年７月28日付契約実行分の平成24年３月末

　 残高　

長期借入金　190,130千円（うち１年内返済予定

の長期借入金81,240千円）　

①各年度の決算期の末日の貸借対照表における純資

産の部の金額が2,630,000千円以下にならないよう

維持すること。

②借入先の書面による事前承認なしに、第三者に対し

て1,048,300千円を超える貸付、出資、保証を行わな

いこと。

　　①、②いずれかに抵触した場合に、借入先の要求に

基づき該当する借入金の一括支払を求められるこ

とがあります。　
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（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの 　

 　 退職給付費用 4,457千円

 製品保証引当金繰入額　 9,718千円

 賞与引当金繰入額 15,300千円

 研究開発費　 279,292千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの 　

 　 退職給付費用 4,900千円

 製品保証引当金繰入額　 27,845千円

 賞与引当金繰入額 21,100千円

 研究開発費　 343,266千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と、四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年３月31日現在）

現金及び預金勘定 1,726,446千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △266,000千円

担保差入定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物 1,260,446千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と、四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成24年３月31日現在）

現金及び預金勘定 2,225,861千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △436,000千円

現金及び現金同等物 1,789,861千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

　　配当金支払額

　　　　　　　該当事項はありません。 

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

　　配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月22日
定時株主総会

普通株式 110,038 15 平成23年９月30日 平成23年12月26日利益剰余金

　　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

  

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当社は、「装置販売事業」による割合が高く、全セグメントの売上高及び営業利益の金額の合計額に占める

割合が大きいため、記載を省略しております。　

　　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当社は、「装置販売事業」による割合が高く、全セグメントの売上高及び営業利益の金額の合計額に占める

割合が大きいため、記載を省略しております。　

　　　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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前第２四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 27円69銭 15円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 216,287 111,556

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 216,287 111,556

普通株式の期中平均株式数（株） 7,810,064 7,335,868

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

　　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年５月14日

株式会社アドテックエンジニアリング

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　隆司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐々田　博信　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アドテッ

クエンジニアリングの平成23年10月１日から平成24年９月30日までの第29期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年

１月１日から平成24年３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年10月１日から平成24年３月31日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドテックエンジニアリングの平成24年３月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　
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